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■No.： FC-13 
■分類：疲労強度・寿命 

 

 

原子力設備の高サイクル熱疲労評価に，「環境効果」を考慮する必要はありますか．  

 

 

参照 QNo.：FA-19，FA-24, FA-27 

 

 

原子力設備の高サイクル熱疲労評価に，「環境効果」を考慮する必要はないと考えられる． 

原子力設備の高サイクル熱疲労評価には，「配管の高サイクル熱疲労に関する評価指針」JSME 

S 017(1)が制定されている．この指針で, BWR 模擬環境の高サイクル熱疲労強度は，室温大気及び

288℃大気の疲労強度と同等であることが確認されている．軽水炉環境の低サイクル疲労強度に

は，ひずみ速度の増加に伴い，また温度の低下に伴い，環境の影響が小さくなることが知られてい

る(2)．高サイクル熱疲労強度の場合には，ひずみ速度は速く、また温度は高温から低温まで広範囲

にわたるので，さらに環境の影響は小さくなる．その結果，上記の BWR 模擬環境の高サイクル熱疲

労強度は，大気の疲労強度と同等であると判断された．また，PWR 環境においても，ひずみ速度が

約 1.0 %/s 程度で環境効果補正係数はほぼ 1.0 になることが確認された(3)．したがって，高サイクル

熱疲労評価に，「環境効果」を考慮する必要はない． 
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